
第

四

百

八

十

号

令

和

六

年

三

月

二

十

九

日

(

金
曜
日)

目

次

告

示

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知

(

森
林
保
全
課)

一
三
一
ペ
ー
ジ

○
道
路
の
区
域
変
更

(

道
路
維
持
課)

一
三
二

○
道
路
の
供
用
開
始

(

同

)

一
三
二

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
解
除

(

砂

防

課)

一
三
三

○
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
解
除

(

同

)

一
三
四

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定

(

同

)

一
三
五

○
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定

(

同

)

一
三
六

○
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
医
師
の
指
定

(

身
体
障
害
者
更
生
相
談
所)

一
三
六

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更

(
恵
那
農
林
事
務
所)

一
三
七

公

示

○
落
札
者
等
に
関
す
る
公
示

(

防

災

課)

一
三
七

○
指
定
管
理
者
の
指
定

(

環
境
生
活
政
策
課)
一
三
七

○
落
札
者
等
に
関
す
る
公
示

(

健
康
福
祉
政
策
課)
一
三
八

○
落
札
者
等
に
関
す
る
公
示

(

水
道
企
業
課)

一
三
八

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任

(

岐
阜
農
林
事
務
所)

一
三
八

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

(

同

)

一
三
九

○
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任

(

同

)

一
四
一

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
認
可

(

同

)

一
四
二

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任

(

西
濃
農
林
事
務
所)

一
四
二

告

示

岐
阜
県
告
示
第
百
五
十
三
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通

知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示

す
る
。令

和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

大
垣
市
上
石
津
町
下
山
字
東
山
三
五
六
七
の
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

一�
立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
が
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

二�
立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
｢

次
の
と
お
り｣
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐
阜
県
林
政
部
森
林
保
全
課
及
び
大
垣
市
役

所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)
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○

○

岐

阜

県

公

報

毎
週

(

火
曜
日

金
曜
日)

発
行

(

休
日
に
当
た
る

と
き
は
翌
日)

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日



岐
阜
県
告
示
第
百
五
十
四
号

道
路
法(
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維
持

課
及
び
岐
阜
県
郡
上
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
告
示
第
百
五
十
五
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維
持

課
及
び
岐
阜
県
郡
上
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
告
示
第
百
五
十
六
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維
持

課
及
び
岐
阜
県
郡
上
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

第 480 号 岐 阜 県 公 報 令和６年３月29日 ( 132 )

一
般
国
道

道
路
の
種
類

二
百
五
十

六
号

路
線
名

郡
上
市
八
幡
町
那
比
字
長
谷

五
八
八
六
番
二
四
地
先
か
ら

同

市
同

町
同

字
瀬
口

平
六
四
六
八
番
四
地
先
ま
で

区

間

Ａ
後

Ｂ
前
Ａ

区
域
変
更
前
後
別�･�〜��･��･�〜��･� �･�〜��･� 敷

地
の
幅

員(

メ
ー
ト

ル)���･����･� ���･� 延

長

(

メ
ー
ト

ル)

Ａ
及
び

Ｂ
の
表

記
は
関

係
図
面

に
表
示

す
る
敷

地
の
区

分
を
い

う
。

備

考

県
道

道
路
の
種
類 県

道
道
路
の
種
類

白

鳥

板

取
線

路
線
名

白

鳥

板

取
線

路
線
名

郡
上
市
大
和
町
島
字
相
戸
三
〇
五

八
番
一
地
先
か
ら

同

市
同

町
同
字
上
大
坪
二
八

七
八
番
三
地
先
ま
で

区

間

郡
上
市
大
和
町
島
字
坊
ヶ
野

四
五
一
〇
番
一
地
先
か
ら

同

市
同

町
同
字
上
大
坪

二
八
七
八
番
三
地
先
ま
で

郡
上
市
大
和
町
島
字
坊
ヶ
野

四
五
一
〇
番
一
地
先
か
ら

同

市
同

町
同
字
相
戸
三

〇
五
八
番
一
地
先
ま
で

区

間

後 前 区
域
変
更
前
後
別��･� 延

長

(

メ
ー
ト

ル) �･�〜��･� ��･�〜��･� 敷
地
の
幅

員(

メ
ー
ト

ル)

令
和�･�･�� 供

用
開
始

の
期
日 ���･� ���･� 延

長

(

メ
ー
ト

ル)

令
和�･�･�� 備

考

(

区
域
の

決
定
又
は

変
更
の
告

示
年
月
日

ほ
か) 備

考



岐
阜
県
告
示
第
百
五
十
七
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
四
年
岐
阜
県
告
示
第
百
三
十
二
号)

の
う
ち
次
の
区
域
の

指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法

律(

平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号)

第
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
下
呂
土
木
事
務

所
及
び
下
呂
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
五
十
八
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
四
年
岐
阜
県
告
示
第
四
百
四
十
九
号)

の
う
ち
次
の
区
域

の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る

法
律(

平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号)

第
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
下
呂
土
木
事
務

所
及
び
下
呂
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
五
十
九
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
四
年
岐
阜
県
告
示
第
五
百
二
十
六
号)

の
う
ち
次
の
区
域

の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る

法
律(

平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号)

第
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
下
呂
土
木
事
務

所
及
び
下
呂
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
六
十
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
五
年
岐
阜
県
告
示
第
十
九
号)

の
う
ち
次
の
区
域
の
指
定

を
解
除
す
る
の
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

(

平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号)

第
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

告
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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野
首
谷

区

域

の

名

称

白
土
洞
谷

区

域

の

名

称

下
呂
市
焼
石

区

域

の

所

在

地

下
呂
市
小
坂
町
長
瀬

区

域

の

所

在

地

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示

土
石
流

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

土
石
流

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

天
神
谷

水
洞
谷

北
ノ
俣
谷

カ
ラ
谷

ワ
ラ
ビ
ノ
洞
谷

区

域

の

名

称

下
呂
市
萩
原
町
花
池

下
呂
市
萩
原
町
宮
田

下
呂
市
萩
原
町
西
上
田

下
呂
市
萩
原
町
尾
崎

下
呂
市
萩
原
町
尾
崎

区

域

の

所

在

地

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類



(
｢

次
の
図｣
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
下
呂
土
木
事
務

所
及
び
下
呂
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
六
十
一
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
四
年

岐
阜
県
告
示
第
百
三
十
六
号)

の
う
ち
、
次
の
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
下
呂
土
木
事
務

所
及
び
下
呂
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
六
十
二
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
四
年

岐
阜
県
告
示
第
四
百
五
十
号)

の
う
ち
、
次
の
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
下
呂
土
木
事
務

所
及
び
下
呂
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
六
十
三
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
四
年

岐
阜
県
告
示
第
五
百
二
十
七
号)

の
う
ち
、
次
の
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
下
呂
土
木
事
務
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高
天
ヶ
原
谷

白
土
洞
谷

区

域

の

名

称

芦
谷

区

域

の

名

称

下
呂
市
小
坂
町
長
瀬
・
小
坂
町

下
呂
市
小
坂
町
長
瀬

区

域

の

所

在

地

下
呂
市
幸
田

区

域

の

所

在

地

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示
及

び
建
築
物
に
作

用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に

関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示

土
石
流

土
石
流

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

土
石
流

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

門
洞
谷

天
神
谷

水
洞
谷

大
洞
谷
２
号

ワ
ラ
ビ
ノ
洞
谷

区

域

の

名

称

野
首
谷

区

域

の

名

称

下
呂
市
萩
原
町
上
村

下
呂
市
萩
原
町
花
池

下
呂
市
萩
原
町
宮
田

下
呂
市
萩
原
町
羽
根

下
呂
市
萩
原
町
尾
崎

区

域

の

所

在

地

下
呂
市
焼
石

区

域

の

所

在

地

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示
及

び
建
築
物
に
作

用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に

関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示
及

び
建
築
物
に
作

用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に

関
す
る
事
項

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

土
石
流

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類



所
及
び
下
呂
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
六
十
四
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
五
年

岐
阜
県
告
示
第
二
十
二
号)

の
う
ち
、
次
の
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
下
呂
土
木
事
務

所
及
び
下
呂
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
六
十
五
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
六
年

岐
阜
県
告
示
第
三
百
四
号)

の
う
ち
、
次
の
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
下
呂
土
木
事
務

所
及
び
下
呂
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
六
十
六
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の
で
、

同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
下
呂
土
木
事
務

所
及
び
下
呂
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)
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区

域

の

名

称

芦
谷

区

域

の

名

称

区

域

の

所

在

地

下
呂
市
幸
田

区

域

の

所

在

地

区
域
の
表
示
及

び
建
築
物
に
作

用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に

関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示
及

び
建
築
物
に
作

用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に

関
す
る
事
項

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

土
石
流

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

白
土
洞
谷

芦
谷
野
首
谷

天
神
谷

水
洞
谷

北
ノ
俣
谷

カ
ラ
谷

ワ
ラ
ビ
ノ
洞
谷

区

域

の

名

称

イ
シ
ヤ
ン
谷

宮
之
前
谷

北
ノ
俣
谷

カ
ラ
谷

下
呂
市
小
坂
町
長
瀬

下
呂
市
幸
田

下
呂
市
焼
石

下
呂
市
萩
原
町
花
池

下
呂
市
萩
原
町
宮
田

下
呂
市
萩
原
町
西
上
田

下
呂
市
萩
原
町
尾
崎

下
呂
市
萩
原
町
尾
崎

区

域

の

所

在

地

下
呂
市
馬
瀬
中
切
見
広

下
呂
市
金
山
町
田
島

下
呂
市
萩
原
町
西
上
田

下
呂
市
萩
原
町
尾
崎

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流



岐
阜
県
告
示
第
百
六
十
七
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る

の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
下
呂
土
木
事
務

所
及
び
下
呂
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
六
十
八
号

身
体
障
害
者
福
祉
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号)

第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
医

師
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
岐
阜
県
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則(

平
成
五
年
岐
阜
県

規
則
第
九
十
号)

第
五
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

担
当
科
目

医
師
氏
名

勤

務

場

所

指
定
年
月
日

外

科

東

敏
弥

社
会
医
療
法
人
蘇

西
厚
生
会
松
波
総

合
病
院

羽
島
郡
笠
松
町
田
代
一
八

五
―
一

令
和�･�･��

同

奥
村

真
衣

総
合
病
院
中
津
川

市
民
病
院

中
津
川
市
駒
場
一
五
二
二

番
地
の
一

同

腎
臓
内
科

西
尾

文
利

同

同

同

耳
鼻
咽
喉
科

田
邉

陽
介

独
立
行
政
法
人
地

域
医
療
機
能
推
進

機
構
可
児
と
う
の

う
病
院

可
児
市
土
田
一
二
二
一
番

地
五

同

外

科

長
谷
川

毅

医
療
法
人
徳
洲
会

大
垣
徳
洲
会
病
院

大
垣
市
林
町
六
丁
目
八
五

―
一

同

耳
鼻
咽
喉
科

白
戸

弘
道

岐
阜
県
厚
生
農
業

協
同
組
合
連
合
会

岐
阜
・
西
濃
医
療

セ
ン
タ
ー
西
濃
厚

生
病
院

揖
斐
郡
大
野
町
下
磯
二
九

三
番
地
一

同

同

東
内

和
也

地
方
独
立
行
政
法

人
岐
阜
県
立
多
治

見
病
院

多
治
見
市
前
畑
町
五
丁
目

一
六
一
番
地

同

内

科

佐
伯

篤

各
務
原
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
介
護

医
療
院

各
務
原
市
鵜
沼
山
崎
町
六

―
八
―
二

同

神
経
内
科

森
野
浩
太
郎

岐
阜
県
厚
生
農
業

協
同
組
合
連
合
会

中
濃
厚
生
病
院

関
市
若
草
通
五
丁
目
一
番

地

同

内

科

久
納
美
蓉
子

小
嶋
内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク

大
垣
市
長
松
町
一
二
六
一

―
一

同

同

木
田

健
介

木
田
医
院
フ
ァ
ミ

リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

各
務
原
市
蘇
原
希
望
町
一

丁
目
七
番
地
一

同

眼

科

古
川

友
大

も
と
す
北
方
眼
科

本
巣
郡
北
方
町
東
加
茂
三

丁
目
一
五
番
地

同

内

科

黒
川

大
祐

関
市
国
民
健
康
保

険
洞
戸
診
療
所

関
市
洞
戸
市
場
二
九
二
番

地
三

同

同

同

関
市
国
民
健
康
保

険
板
取
診
療
所

関
市
板
取
六
五
〇
三
番
地

同
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宮
之
前
谷

白
土
洞
谷

天
神
谷

大
洞
谷
２
号

北
ノ
俣
谷

区

域

の

名

称

下
呂
市
金
山
町
田
島

下
呂
市
小
坂
町
長
瀬

下
呂
市
萩
原
町
花
池

下
呂
市
萩
原
町
羽
根

下
呂
市
萩
原
町
西
上
田

区

域

の

所

在

地

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示
及

び
建
築
物
に
作

用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に

関
す
る
事
項

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
石
流

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類



同

小
田
柿
智
之

お
だ
が
き
内
科
・

内
視
鏡
ク
リ
ニ
ッ

ク

郡
上
市
八
幡
町
島
谷
一
五

二
四
―
一
五

同

眼

科

安
田

優
介

桜
ケ
丘
安
田
眼
科

可
児
市
桜
ケ
丘
一
―
一
九

七

同

岐
阜
県
告
示
第
百
六
十
九
号

森
林
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う

に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
の
で
、
同
法
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
三
条
第
六
項
で
準
用
す
る
同
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

恵
那
市
中
野
方
町
字
宇
塚
四
四
三
七
の
四
〇

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

公
衆
の
保
健

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

一�
立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
が
存
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

二�
立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐
阜
県
恵
那
農
林
事
務
所
及
び
恵
那
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

公

示

○
落
札
者
等
に
関
す
る
公
示

岐
阜
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則(

平
成
七
年
岐
阜
県
規
則
第

百
二
十
号)

第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
に
つ
い
て
公
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

１
購
入
物
品
の
名
称
及
び
数
量
岐
阜
県
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー
及
び
岐
阜
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
で

使
用
す
る
電
気
(予
定
数
量
)
1,070,027ｋ

Ｗ
ｈ

２
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
一
般
競
争
入
札

３
入
札
公
告
を
行
っ
た
日
令
和
５
年
12月
４
日

４
落
札
者
を
決
定
し
た
日
令
和
６
年
１
月
15日

５
落
札
者
の
住
所
及
び
氏
名
愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
東
新
町
１
番
地

中
部
電
力
ミ
ラ
イ
ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
執
行
役
員
大
谷
真
哉

６
落
札
金
額
24,654,488円

７
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

�
部
局
の
名
称
岐
阜
県
危
機
管
理
部
防
災
課
管
理
調
整
係

�
所
在
地
岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
１
番
１
号

○
指
定
管
理
者
の
指
定

中
部
山
岳
国
立
公
園
奥
飛�
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
係
る
地
方
自
治
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六

十
七
号)

第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、

中
部
山
岳
国
立
公
園
奥
飛�
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
条
例(

令
和
五
年
岐
阜
県
条
例
第
三
十
一
号)

附
則

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

高
山
市
奥
飛�
温
泉
郷
村
上
一
六
八
九
番
地
三

一
般
財
団
法
人
飛
騨
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
会

代
表
者

田
中

明

二

指
定
の
期
間
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令
和
六
年
七
月
一
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

○
落
札
者
等
に
関
す
る
公
示

岐
阜
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則(

平
成
七
年
岐
阜
県
規
則
第

百
二
十
号)

第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
に
つ
い
て
公
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

１
購
入
物
品
及
び
数
量
岐
阜
県
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
で
使
用
す
る
電
気

(予
定
数
量
)
2,214,0

00kW
h

２
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
一
般
競
争
入
札

３
入
札
公
告
を
行
っ
た
日
令
和
５
年
12月
26日

４
落
札
者
を
決
定
し
た
日
令
和
６
年
２
月
５
日

５
落
札
者
の
住
所
及
び
氏
名
愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
東
新
町
１
番
地

中
部
電
力
ミ
ラ
イ
ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
執
行
役
員
大
谷
真
哉

６
落
札
金
額
49,825,132円

７
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

�
部
局
の
名
称
岐
阜
県
保
健
環
境
研
究
所
総
務
課
管
理
調
整
係

�
所
在
地
各
務
原
市
那
加
不
動
丘
一
丁
目
１
番
地

○
落
札
者
等
に
関
す
る
公
示

岐
阜
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則(

平
成
七
年
岐
阜
県
規
則
第

百
二
十
号)

第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
に
つ
い
て
公
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

１
購
入
物
品
の
名
称
及
び
数
量

岐
阜
県
東
部
広
域
水
道
事
務
所
落
合
取
水
場
で
使
用
す
る
電
気

(予
定
数
量
)
9,673,100kW

h

２
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
一
般
競
争
入
札

３
入
札
公
告
を
行
っ
た
日
令
和
６
年
２
月
１
日

４
落
札
者
を
決
定
し
た
日
令
和
６
年
２
月
28日

５
落
札
者
の
住
所
及
び
氏
名
東
京
都
中
央
区
八
重
洲
二
丁
目
２
番
１
号

株
式
会
社
Ｆ
Ｐ
Ｓ

代
表
取
締
役
洞
洋
平

６
落
札
金
額
193,023,384円

７
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

�
部
局
の
名
称
岐
阜
県
東
部
広
域
水
道
事
務
所
総
務
課
契
約
係

�
所
在
地
瑞
浪
市
釜
戸
町
2190番

地
12

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
を
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ

り
公
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

退
任
し
た
役
員

土

地

改
良
区
名

退

任

年
月
日

役
名

氏

名

住

所

山
県
用
水

土
地
改
良

区

令
和�･��･�
理
事

後

藤

上

岐
阜
市
茂
地

一
四
八
番
地
一

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
を
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ

り
公
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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退
任
し
た
役
員

土

地

改
良
区
名

退

任

年
月
日

役
名

氏

名

住

所

中
濃
用
水

土
地
改
良

区
連
合

令
和�･��･�
理
事

後

藤

上

岐
阜
市
茂
地

一
四
八
番
地
一

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
及
び
就
任
を
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
八
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

退
任
し
た
役
員

土

地

改
良
区
名

退

任

年
月
日

役
名

氏

名

住

所

岐
阜
市
合

渡
南
土
地

改
良
区

令
和�･�･��
理
事

森

孝

夫

岐
阜
市
河
渡
一
丁
目

一
二
四
番
地
一

同

江

崎

正

克

岐
阜
市
河
渡
三
丁
目

一
一
三

同

水

野

孝

二

岐
阜
市
河
渡

一
五
二
二
番
地

同

森

新

造

岐
阜
市
河
渡
四
丁
目

一
〇
四
番
地

同

馬

渕

貴

好

岐
阜
市
河
渡

一
五
四
二
番
地
一

同

河

合

孝

之

瑞
穂
市
馬
場
前
畑
町
一
丁
目
一
一
五
番
地

監
事

稲

葉

勝

一

岐
阜
市
河
渡
一
丁
目

五
八
番
地
一

同

藤

橋

正

勝

瑞
穂
市
生
津
滝
坪
町
二
丁
目

三
番
地

就
任
し
た
役
員

土

地

改
良
区
名

就

任

年
月
日

役
名

氏

名

住

所

岐
阜
市
合

渡
南
土
地

改
良
区

令
和�･�･��
理
事

馬

渕

貴

好

岐
阜
市
河
渡
三
丁
目

一
三
二
番
地
一

同

森

日
出
海

岐
阜
市
河
渡
三
丁
目

一
八
二
番
地
一

同�
橋

智

子

岐
阜
市
河
渡

一
五
二
九
番
地
二

同

後

藤

勝

則

岐
阜
市
河
渡
五
丁
目

一
五
二
番
地
一

同

森

孝

夫

岐
阜
市
河
渡
一
丁
目

一
二
四
番
地
一

同

勝

村

浩

二

瑞
穂
市
馬
場
前
畑
町
一
丁
目

三
九
番
地

監
事

細

野

幸

美

岐
阜
市
河
渡

一
二
二
二
番
地

同

武

藤

晃

瑞
穂
市
生
津
内
宮
町
二
丁
目

三
三
番
地

同

浅

野

雅

樹

岐
阜
市
市
橋
二
丁
目

六
番
一
―
五
〇
三

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
及
び
就
任
を
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
八
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

退
任
し
た
役
員

土

地

改
良
区
名

退

任

年
月
日

役
名

氏

名

住

所

真
桑
方
井

水
土
地
改

良
区

令
和�･�･��
理
事

田

中

統

範

本
巣
市
数
屋

八
四
七
番
地

同

森

仁

志

本
巣
市
随
原

六
〇
三
番
地

同

出

町

隆

幸

本
巣
市
屋
井

九
一
一
番
地

同

大

西

金

男

本
巣
市
七
五
三

一
〇
二
三
番
地

同

福

田

茂

幸

本
巣
市
上
真
桑

一
九
四
九
番
地
二

同

片

岡

邦

雄

本
巣
市
下
真
桑

三
九
九
番
地
二

監
事

村

瀬

忠

彦

本
巣
市
随
原

五
七
二
番
地
一

同�
橋

雅

弘

本
巣
市
早
野

二
番
地

同

守

屋

正

隆

本
巣
市
上
真
桑

六
四
四
番
地
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就
任
し
た
役
員

土

地

改
良
区
名

就

任

年
月
日

役
名

氏

名

住

所

真
桑
方
井

水
土
地
改

良
区

令
和�･�･�
理
事

森

仁

志

本
巣
市
随
原

六
〇
三
番
地

同

矢

野

徹

本
巣
市
見
延

一
六
七
番
地

同

豊

田

正

治

本
巣
市
七
五
三

六
七
三
番
地

同

中

島

治�
本
巣
市
早
野

五
八
番
地

同

松

浦

守

仁

本
巣
市
上
真
桑

一
〇
九
二
番
地

同

白

木

貞

光

本
巣
市
下
真
桑

六
七
八
番
地
三

監
事

村

瀬

忠

彦

本
巣
市
随
原

五
七
二
番
地
一

同

宇

野

一

彦

本
巣
市
屋
井

七
八
六
番
地

同

杉

山

直

也

本
巣
市
下
真
桑

一
三
九
四
番
地
三

同

溝

口

泰

子

本
巣
市
仏
生
寺

四
〇
六
番
地

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
及
び
就
任
を
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
八
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

退
任
し
た
役
員

土

地

改
良
区
名

退

任

年
月
日

役
名

氏

名

住

所

真
桑
井
水

土
地
改
良

区

令
和�･�･��
理
事

山

田

澄

男

本
巣
市
上
高
屋

九
八
八
番
地
二

同

村

瀬

明

義

本
巣
市
見
延

九
六
九
番
地

同

豊

田

正

治

本
巣
市
七
五
三

六
七
三
番
地

同�
橋

秀

博

本
巣
市
早
野

三
九
七
番
地

同

翠

博

本
巣
市
上
真
桑

一
二
七
五
番
地
一

同

岡

田

正

市

本
巣
市
下
真
桑

四
一
九
番
地
二

同

佐

賀

信

夫

揖
斐
郡
大
野
町
大
字
稲
富
一
八
〇
番
地
一

同

石

田

克

己

揖
斐
郡
大
野
町
大
字
稲
富
一
三
一
八
番
地

同

長

屋

啓

二

揖
斐
郡
大
野
町
大
字
上
秋
一
三
七
番
地
三

同

河

野

隆

之

揖
斐
郡
大
野
町
大
字
古
川

三
九
番
地

監
事

大

熊

勝

敏

本
巣
市
見
延

九
八
八
番
地

同

吉

村

昇

本
巣
市
下
真
桑

一
二
六
六
番
地

同

児

島

一

正

揖
斐
郡
大
野
町
大
字
稲
富
一
五
五
二
番
地
九

就
任
し
た
役
員

土

地

改
良
区
名

就

任

年
月
日

役
名

氏

名

住

所

真
桑
井
水

土
地
改
良

区

令
和�･�･�
理
事

山

田

澄

男

本
巣
市
上
高
屋

九
八
八
番
地
二

同

田

中

統

範

本
巣
市
数
屋

八
四
七
番
地

同

中

島

宏

本
巣
市
早
野

一
八
〇
番
地
一

同

久

富

義

男

本
巣
市
屋
井

一
四
番
地
一

同

守

屋

康

晴

本
巣
市
上
真
桑

二
七
八
番
地

同

稲

見

規

眞

本
巣
市
下
真
桑

一
一
三
九
番
地

同

石

田

克

己

揖
斐
郡
大
野
町
大
字
稲
富
一
三
一
八
番
地

同

後

藤

芳

夫

揖
斐
郡
大
野
町
大
字
稲
富

二
〇
六
番
地

同

馬

渕

美

幸

揖
斐
郡
大
野
町
大
字
黒
野
一
八
八
三
番
地
一

同

猪
野
間

智

治

揖
斐
郡
大
野
町
大
字
寺
内

二
九
〇
番
地

監
事

原

正

昭

本
巣
市
七
五
三

一
二
三
番
地
一

同

喜
多
川

晃

本
巣
市
上
真
桑

一
六
四
四
番
地

同

杉

山

隆

司

揖
斐
郡
大
野
町
大
字
上
秋
一
〇
二
六
番
地
一

同

溝

口

泰

子

本
巣
市
仏
生
寺

四
〇
六
番
地
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○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
及
び
就
任
を
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
八
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

退
任
し
た
役
員

土

地

改
良
区
名

退

任

年
月
日

役
名

氏

名

住

所

政
田
井
水

土
地
改
良

区

令
和�･�･��
理
事

三

浦

峰

雄

本
巣
市
政
田

一
四
八
九
番
地

同

江

崎

武

雄

本
巣
市
政
田

八
〇
六
番
地
一

同

村

瀬

昭

治

本
巣
市
政
田

二
五
二
八
番
地

同

大

西

敏

章

本
巣
市
政
田

二
六
八
四
番
地

同�
田

正

義

本
巣
市
政
田

四
六
九
番
地

同

土

川

昭

司

本
巣
市
下
福
島

七
四
三
番
地
一

同

加

納

昇

本
巣
市
温
井

二
九
〇
番
地
四

同�
田

嘉

夫

本
巣
市
浅
木

一
一
八
番
地

同

飯

沼

勝

利

本
巣
市
軽
海

一
一
〇
六
番
地

同

田

代

泉

瑞
穂
市
田
之
上

一
二
八
番
地
一

同�
田

孝

雄

瑞
穂
市
田
之
上

四
六
六
番
地
二

同

小

森

秀

夫

瑞
穂
市
森

一
〇
八
一
番
地

監
事

村

瀬

義

行

本
巣
市
政
田

二
三
六
五
番
地
一

同�
田

敬

司

本
巣
市
浅
木

一
五
〇
番
地
一

同

川

瀬

豊

瑞
穂
市
居
倉

八
一
〇
番
地

就
任
し
た
役
員

土

地

改
良
区
名

就

任

年
月
日

役
名

氏

名

住

所

政
田
井
水

土
地
改
良

区

令
和�･�･�
理
事

三

浦

峰

雄

本
巣
市
政
田

一
四
八
九
番
地

同

江

崎

武

雄

本
巣
市
政
田

八
〇
六
番
地
一

同

村

瀬

俊

裕

本
巣
市
政
田

二
五
三
三
番
地

同

大

塚

貞

芳

本
巣
市
政
田

二
六
八
七
番
地

同�
田

正

義

本
巣
市
政
田

四
六
九
番
地

同

土

川

昭

司

本
巣
市
下
福
島

七
四
三
番
地
一

同

中

村

恭

次

本
巣
市
温
井

六
五
番
地
一

同�
田

嘉

夫

本
巣
市
浅
木

一
一
八
番
地

同

若

原

清

己

本
巣
市
軽
海

七
八
五
番
地

同

堀

利

通

瑞
穂
市
田
之
上

一
三
九
番
地
一

同�
田

清

一

瑞
穂
市
田
之
上

五
八
八
番
地
一

同

田

中

清

久

瑞
穂
市
森

一
一
一
七
番
地
一

監
事

村

瀬

義

行

本
巣
市
政
田

二
三
六
五
番
地
一

同�
田

敬

司

本
巣
市
浅
木

一
五
〇
番
地
一

同

岡

田

敬

司

瑞
穂
市
田
之
上

一
一
四
番
地

同

翠

直

美

本
巣
市
上
真
桑

二
二
四
〇
番
地
一
〇
五

○
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
就
任
を
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ

り
公
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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就
任
し
た
役
員

土

地

改
良
区
名

就

任

年
月
日

役
名

氏

名

住

所

菱
野
川
土

地
改
良
区

令
和�･�･�
監
事

柴

田

彰

本
巣
郡
北
方
町
朝
日
町
二
丁
目
二
九
番
地

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
認
可

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土

地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
認
可

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土

地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り

公
示
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

退
任
し
た
役
員

土

地

改
良
区
名

退

任

年
月
日

役
名

氏

名

住

所

牧
土
地
改

良
区
連
合

令
和�･�･��
理
事

渡

邊

明

博

安
八
郡
安
八
町
牧

九
〇
三
番
地

第 480 号 岐 阜 県 公 報 令和６年３月29日 ( 142 )

岐

阜

市

次

木

用

水

土

地

改

良

区

土

地

改

良

区

名

岐

阜

市

合

渡

南

土

地

改

良

区

土

地

改

良

区

名

令
和

六
・

三
・
二
一

認

可

年

月

日

令
和

六
・

三
・
一
九

認

可

年

月

日

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日
発
行

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号

発
行
者

岐

阜

県

発
行
所

岐

阜

県

庁

編

集

岐
阜
市
三
輪
ぷ
り
ん
と
ぴ
あ
十
三
―
一

岐

阜

文

芸

社


